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1. 研究背景と目的 

2014 年に噴火が発生した御嶽山南麓には王滝川が流下

しており，その下流には，愛知県や岐阜県の水源となっ

ている牧尾ダムがある.王滝川では，左岸に火山噴火口を

源流にもつ濁川が存在し，王滝川本川合流後には水質が

大きく変化することが分かっている 1).また，右岸には，

火山影響を受けていない自然河川が存在し，それら支川

が流れ込むことで王滝川が形成されている.ただ，両岸の

支川堰堤では，水力発電用の取水に伴う水資源開発が行

われており，その取水量の大小が王滝川の本川流量や水

質へ影響を及ぼす.本研究では，御嶽山南麓に位置する王

滝川の支川堰堤取水量を把握するとともに，王滝川本川

流量に対する水資源開発の強度である河川利用率を算出

することを目的とする. 

 

2. 調査概要 

 本研究では，王滝川ダム直下から牧尾ダム流入部の松

原地点までの王滝川を対象として，王滝川本川流量なら

びに王滝川支川である下黒沢，濁川，うぐい川，小俣川の

堰堤取水量を取りまとめた. 

王滝川本川流量は，2017 年から 2021 年を対象に，松原

地点より，約 1.2km 上流に独立行政法人水資源機構が設

置した池の越地点の河川水位と長野県環境部水大気環境

課ならびに著者らが観測した実測流量を基に水位－流量

の変換式を作成し，実測流量へと変換した. 

また，堰堤取水量は，関西電力株式会社より提供いた

だいた 2017 年から 2022 年 8 月までの下黒沢，濁川，う

ぐい川，小俣川の堰堤取水量を用いて月別平均取水量を

算出した.さらに，これら各年毎に 4 か所の堰堤取水量合

計を王滝川本川の年間流量で割ることで，河川利用率を

算出した. 

 

3. 結果と考察 

図 1 に王滝川支川における堰堤取水量の月別変化を示

す.堰堤取水量は，1 月の濁川を除いて，うぐい川が最も

多い結果となった.また，下黒沢は，年間を通じて変化は

小さく，一定量を取水していることがわかった.一方で，

濁川，うぐい川，小俣川は月により取水量に変化がみら

れた.特に，濁川は，2018 年の夏季に取水がない時期があ

ったため，他の月と比べ 7 月から 9 月の取水量が減少し

たと考えられた. 

図 2 に王滝川支川の年間堰堤取水量と河川利用率の経

年変化を示す.4 か所の年間堰堤取水量の合計は，2018 年

に 535.4 m3/s と最小，2017 年に 846.4 m3/s と最大となっ

た.また，河川利用率の最小，最大値は年間堰堤取水量の

合計と同様に最小が 2018 年で 13.5%，最大が 2017 年で

25.8%となった.2018 年は，濁川，うぐい川において夏季

に取水がなく，人為的な操作により堰堤取水量が少なく，

河川利用率が減少していると考えられた. 

 
図 1 王滝川支川における堰堤取水量の月別変化 

  
図 2 王滝川支川の年間堰堤取水量と河川利用率の経年変化 
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